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それを くわえて、おおいそぎで やまの ほうへ もどりました。
ひとつ やまを こえ、ふたつ やまを こえ、また みっつの やまを こしました。

りょうしが いぬを つれて もう そこに きているのです。どう しましょう。
ぶどう どころでは ありません。
こぎつねが てっぽうで うたれます。おもわず おやぎつねは、おおきな こえで よびました。
「こーん あぶない。はやく にげなさい。」

ところが そのとき、やすむまもなく、
すぐ そばで わんわん 

いぬの こえが しました。
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きつねの すは、もうすぐ ちかく なりました。
るすのうちに おそろしい わしなどに、あのこは さらわれは しなかったろうか。
でも、あれ、こーんこん なきごえが しております。

おやぎつねは あんしん しました。と、にわかに つかれが でてきました。
もった ぶどうが、おもくて おもくて たまらなく なったのです。
で、いっぽんの きのしたにその ぶどうの ひとふさを おいて、
やれ くたびれたと やすみました。

「そうだ。」
そう おもうと、いまは どこにいるか わからない おかあさんに、こえを あげて、
おれいを いいました。
「おかあさん、 ありがとうございました。」

やまの なかの きつねのすで、きつねのこが ないていました。
「こーんこん、 おなかが すいた。」
すると、おやぎつねが いいました。
「まっておいで、 いま おかあさんが おいしいものを  とってきてあげる。」 

しかし そのとき、ふと おかあさんの こえを おもいだしました。
「まっておいで。 おいしいものを とってきてあげる。」

すると、そこに ぶどうの なっている わけが わかりました。

しかし そのとき、ふと おかあさんの こえを おもいだしました。
「まっておいで。 おいしいものを とってきてあげる。」

すると、そこに ぶどうの なっている わけが わかりました。
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あるとき、むかし おかあさんと すんでいた すの ちかくに やってきました。
すると いっぽんの きのしたに ぶどうが はえていました。
その つるが きに まきのぼり、たくさんの みごとな ふさを さがらせて いました。

こぎつねは とうとう  なきだしました。
「また おなかが すいてきたぁ。」

こぎつねは このこえに びっくりして、あなを とびだし、
かけて かけて やまの おくへ にげていきました。

「おなかが すいて こどもが ないて いるのです。 
 すみませんが、ぶどうを ひとふさ いただきます。」
おやぎつねは そういって、ぶどうの きに とびあがり、おおきな ふさを とりました。
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なんと おいしい ぶどうでしょう。
「ああ、おいしい。ああ、おいしい。」
こぎつねは のどを ならして、つぎから つぎへと たべました。

こぎつねは なくのを やめて、おとなしく まっていました。
いちじかん まちました。おやぎつねは かえって きません。
にじかん まちました。まだ かえりません。
さんじかん まちました。それでも かえって きませんでした。

じつは そのとき、むらへ いって ぶどうを ひとふさ とってこようと
いっしょうけんめい かけていました。
ひとつ やまを こしました。ふたつ やまを こしました。みっつの やまを こしたとき、
やっと ぶどうの むらへ つきました。

それから なんねん たったでしょうか。
ながい つきひが たちました。
しかし おやぎつねは とうとう かえって きませんでした。
おかあさんを さがして、やまのなかを あるいているうち、こぎつねは おおきく なりました。

「こんな ところに ぶどうが あったかしら。」
こぎつねは ふしぎに おもいながら、その ひとつぶを たべました。
「こんな ところに ぶどうが あったかしら。」
こぎつねは ふしぎに おもいながら、その ひとつぶを たべました。

おやぎつねは どうしたのでしょう。おやぎつねは どうしたのでしょう。


